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ど、他社にはない実装技術で搭載しています。また最近では、ノ

ートPCの利便性を保持したまま、テレビに匹敵する高画質映像

を実現したAVノートPC『Qosmio（コスミオ）』シリーズを投入

し、量販店などで非常に好評です。しかし量販店などで大量に仕

入れて販売していただく場合は、たとえ付加価値の高い新製品

であっても、市場が評価する適正価格にまで販売価格を引き下

げざるを得ないのが実情です。せっかく市場ニーズに応えた付

加価値の高いパソコンを提供しても、価格競争に巻き込まれて

安く販売してしまっては、その魅力も半減してしまいます。当社の

パソコンのプロダクト戦略としては、まず営業を通じてお客様に

東芝製パソコンの付加価値をよく理解してもらうことを徹底して

行います。他社と差別化できる技術や機能をお客様にわかりや

すく丁寧に説明して、理解していただくことが、現在のパソコンの

プロダクトビジネスでは重要なポイントになります。そのために

は、B to B(Business to Business)のビジネスモデルを着

実に展 開 するとともに、B to B to C(Business to

Business to Consumer)のビジネススタイルを常に意識し

て、エンドユーザーである個人の多様なニーズを汲み取っていく

必要があります。パーソナルな部分を大切にしたサービスを提供

し、それをフィードバックして新製品の開発などに反映させるサ

イクルを確立し、東芝ならではの付加価値をさらにブラシュアッ

プしていきたいと考えています。

ソリューションビジネスで
マーケットシェアを拡大する
法人向けパソコン事業ではソリューションビジネスが非常に重

要になりますので、ターゲットとなるマーケットを分類し、そのマ

ーケットのシェアを伸ばすことに力を注いでいきます。たとえば、

東芝はノートPCにこだわってきていますが、最近では大学や専

門学校でデスクトップPCでなく、ノートPCを導入するところが増

えています。そのため今では文教市場向けの販売が大きく伸び

ており、当社の得意分野のひとつになっています。

しかし、これからソリューションビジネスを武器にしてより一層

の多様なマーケットでシェアを伸ばすためには、パートナー様と

の協業が必要不可欠です。具体的には、当社がマーケットに合っ

たハードウェアのソリューションを提案し、パートナーであるシス

テムインテグレータ様がアプリケーションソフトの開発を行うと

いったビジネスモデルを確立したいと考えています。

また、中小規模のシステムを要望される企業様に対して、以前

はオフコンをベース

にしたアプリケーショ

ンの作り込みによる

ソリューションを中心

に提供してきました。

しかし、これからはパ

ソコンをベースにし

た水平展開のソリュ

ーションを積極的に行っていきます。そのためには、ハードウェア

の性能向上だけでなく、カスタマサポートなどのサービス面も強

化していきながら、トータルソリューションプロバイダとしての役

割を担っていきたいと考えています。

大塚商会とのコラボレーションで
個々のマーケットニーズに対応
このようなソリューションビジネスを展開するにあたっては、パ

ートナー様との協業体制を確立することが不可欠です。とりわけ、

大塚商会様は、マルチベンダのトータルソリューションプロバイ

ダとして豊富な経験と実績があり、特にパソコンを軸にしたエリ

アマーケティングを展開しているので、われわれにとっては模範

となるビジネスモデルをもっておられます。たとえば最近の法人

のお客様は、ERP(Enterprise Resource Planning)などの

IT投資を行う際に、トップダウンで意思決定を行う傾向がありま

す。そのため、営業マンが法人のお客様にソリューションを提供

する際には、経営者の視点に立ってIT戦略をきちんと語れない

と相手にされません。お客様の多様なニーズにお応えするため

に、当社のパソコンのアドバンテージと、大塚商会様のソリュー

ションを適切にコラボレートして、ソリューションビジネスを全社

に浸透させつつ、メニューを増やしていきたいですね。

また、今後は、文教市場をはじめとするマーケットニーズを的

確につかみ、最適なソリューションを提供することに重点をおい

ていきます。従って、個々のマーケット戦略についても、大塚商会

様から知恵をお借りしたいと考えています。そして、お互いの強

みを活かしながら一緒にマーケットシェアを拡大できれば嬉しい

ですね。そのために、私どもとしては、大塚商会様と販売パート

ナー様に対して、東芝ならではの付加価値の高い製品と情報な

どをいち早く提供させていただき、良きビジネスパートナーとし

て末永くお付き合いさせてもらいたいと考えています。
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画像情報通信事業を新会社に移管し、
PCを中心としたビジネスに注力
当社は2003年10月に社内カンパニー制を採用しました。そ

の内容は、パソコンを販売する「PCソリューション社」、MFPの販

売を中心とした「ドキュメントソリューション社」、システム事業を展

開する「システムソリューション社」です。私はこれまで、東芝でパ

ソコン事業部の担当部長や家電の統括本部長などの任に就いて

いたのですが、その後「PCソリューション社」のカンパニー社長を

経て、2005年6月に東芝情報機器の取締役社長に就任しました。

東芝グループが進める国内画像情報通信事業の構造改革を受け、

社長に就任して3ヵ月後の10月1日から、社内カンパニーの「ドキ

ュメントソリューション社」画像情報通信事業を、東芝テックの子会

社として新たに設立された東芝テックビジネスソリューション（TTBS

社）に移管しました。まさに激動の3ヵ月間を過ごしました。この機

構改革によって、東芝情報機器は、パソコン販売やシステムソリュ

ーション事業に集中できる態勢が整えられたことになります。

しかし、TTBS社がMFPを中心としたソリューションを提供する

際には、パソコンも同時に販売するケースが多いですから、当社と

TTBS社は今後も連携を強化していきます。東芝グループとして、

これから両社が個性に磨きをかけながらシナジー効果を発揮し、

お客様の多様なニーズにお応えしていきたいと考えています。

付加価値の高いノートPCを
さらにブラッシュアップする
東芝のパソコン事業は、グローバルにビジネスを展開していま

す。開発からサービスに至る一貫したビジネスモデルを構築し、ワ

ールドワイドにおけるベストプラクティスを目指して取り組んでいま

す。たとえば砂漠のような寒暖の激しい過酷な環境でもPCは使用

できるように設計されているので、頑丈なつくりになっています。そ

のため、日本のお客様が出張などで東芝のノートPCを海外にもっ

ていくケースが非常に多いです。日本と海外のニーズは多少違い

ますが、軽くて薄いノートPCとしてやはり世界中で高い評価を得

ています。

また、クライアントPC事業は、これまで一貫して付加価値の高

いノートPCの提供に、こだわりをもって取り組んできました。たと

えば東芝製のノートPCは、電力の損失を低減する「低損失基板」の

採用で低消費電力を実現したり、配線スペースを省き部品実装ス

ペースを大きくとることが出来る「スタックピア構造」を採用するな

付加価値の高いノートPCを武器に
ソリューションビジネスを展開

東芝情報機器株式会社は、付加価値の高い東芝

製のノートPCを武器に、パソコンを中心としたソリュ

ーションビジネスに注力し、マーケットシェアの更なる

拡大を目指して、新たな陣容を整えようとしています。

その一環としてプリンタ事業の移管など事業の再編

も行われました。今年6月に取締役社長に就任した

小川暢久氏に、今回の東芝グループ内における事

業再編の狙いやパートナー戦略を含めた今後の取

り組みをお聞きしました。

東芝情報機器株式会社
取締役社長

小川暢久 氏
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特　集 ワイヤレスLANで実現するオフィス環境の革新

■ワイヤレスで社内LANに接続
速度も一般的な実用に対応
ワイヤレスLANとはパソコンや周辺

機器などを、LANケーブルでなくワイ

ヤレス（無線）でLANと接続することだ。

ワイヤレス通信には赤外線やレーザー

を利用する方法もあるが、現時点では

電波を用いる手法が主流になってい

る。

電波を用いる手法の場合、オフィス

にはアクセスポイントを設置する。そし

て個々のパソコンの側には、ワイヤレス

LAN用のネットワークカードを装着す

る。そのカードとアクセスポイントの間

でワイヤレス通信が行われ、社内LAN

に接続できるようになるのだ。ノート型

パソコンの中には、最初からワイヤレス

通信用の機能を本体に内蔵している機

種もあり、この場合はカードの装着が

不要だ。

電波の届く距離は規格にもよるが、

普通は実質で少なくとも数十m以上。

ただし金属や水や人体は電波を通しに

くいので、オフィスのレイアウトによっ

ては1フロアに複数のアクセスポイント

が必要になる。一つのアクセスポイン

トを大勢が同時に利用すると通信速度

が低下するので、利用人数によっても

アクセスポイントの数を増やす必要が

生じる。通信できる人数が、たとえば

10人までなどに制限されているアクセ

スポイント製品もある。

通信速度は、主に用いられている規

格では遅いもので実質で数Mbps程

度、速いものでは数十Mbpsだが、大

容量の動画などをやりとりする必要が

ある場合を除いて、一般的なビジネス

用途にはほぼ支障がないだろう。

■ケーブルが不要になり便利だが
セキュリティには配慮が必要

社内LANをワイヤレスLANに移行し

た場合、個々のユーザーにとってのメ

リットと、システム管理者や経営者にと

ってのメリットの両面がある。個々のユ

ーザーにとってのメリットは、電波が届

く範囲内ならオフィスのどこでも社内

LANを利用できることだ。会議室や応

接室などにLANケーブルが配線されて

いなくても、ノート型パソコンを持ちこ

んで社内LANに接続できるようにな

る。

一方でシステム管理者や経営者に

とって最大のメリットは、社員が増え

たりオフィスのレイアウトを変更した

時、LANケーブルの再配線などの手

間が不要な点だろう。そのため、オフ

ィスのレイアウトの自由度も高まる。

長期的には社内LANの運用コストを

削減することもできる。

その他には工場など、敷地内で社員

が移動しながら仕事をする業種でもワ

イヤレスLANが便利だ。あるいは道路

をはさんで向かいあわせのビルにオフ

ィスが分離している場合でも、ワイヤレ

スLANなら双方を低コストでひとつの

社内LANに接続できる。

さらにはパソコンだけでなく、プリン

タなどの周辺機器もワイヤレスで社内

LANに接続することが可能だ。設置場

所の自由度が高まるので、オフィスによ

っては便利な場合もあるだろう。

携帯電話が普及して電話が無線にな

り、どこでも通話が可能になった。それ

と同様にLANのワイヤレス化によって

も今後、ネットワーク利用の自由度が

高まり、さまざまな新しいメリットが生

まれる可能性がある。そこで次章では、

電波によるワイヤレスLANの規格の現

状と将来像や、セキュリティ確保の手法

について紹介していこう。

人事異動 自由な配置 

TCO削減 

会社の引越 

部署移動 

アクセス 
ポイント 

クライアント LANカード 

クライアント 

クライアント 

クライアント 

フロアのレイアウト変更 
LANカード 

LANカード 

LANカード 

■ワイヤレスLANで実現する自由なオフィス空間

社内のどこからでもLANが利用可能で

管理コストの削減もできる

「ノート型パソコンで、社内のどこでも社内LANに接続で

きれば」「LANケーブルの追加や再配線が面倒だ」とい

う悩みを抱えている企業は多い。それを解決するのがワ

イヤレスLANだ。どんなメリットが他にあるのかなど、まず

はワイヤレスLANの概略を説明する。

社内LANをワイヤレスLAN（無線LANともいう）に移行するオフィスが増
えている。社員は社内のどこからでも社内LANに接続できて便利だ。一方
で管理者にとっては、社員の増加やオフィスのレイアウト変更に伴うLANケ
ーブルの再配線などの手間とコストを削減できる。ただし複数の規格の存在
や、情報セキュリティの確保など、導入に際しては考えなければならない点
も多い。そこで今回はワイヤレスLANのメリットや、導入時の注意点を見て
いこう。

人事異動、部署の移動からフロアのレイアウト変更、社屋の引越しまで、ワイヤレスLANであれば
機器の再設定、ケーブルの再配線などのわずらわしい作業が省ける



15

特
集
／
ワ
イ
ヤ
レ
ス
Ｌ
Ａ
Ｎ

14

特　集 ワイヤレスLANで実現するオフィス環境の革新

11gへ移行するのではなく、一部に

11bを残しながら段階的な移行がで

きる。ただし2.4GHz前後の帯域が速

度の遅い11bでの通信に占有されて

しまい、11g側も速度が低下してしま

う可能性はある。

なお、11a/b/gの全てに対応した

アクセスポイントやネットワークカード

も最近は増えてきた。そのようなカー

ドをノート型パソコンに装着すれば、

汎用性が広がり、どんな通信規格にも

対応が可能になる。

■設置業者により
セキュリティ対策に違い
ただし11a/b/gに関してIEEEは、

最低限の規格しか規定していない。そ

のためセキュリティ対策などに関して

は、個々の導入業者が独自の拡張を

施している場合がある。したがって、

たとえ製品自体には互換性があるは

ずでも、異なる拡張が施されたシステ

ムのもとでは利用できないケースも

多い。同じオフィスに今までと異なる

システムを追加で導入する場合や、ノ

ート型パソコンを別の場所で使う場合

などは、その点に注意が必要だ。

すでに広く普及している11a/b/g

の欠点を補う、新たな規格の策定が進

められている。それらの中で、すでに

部分的な利用が始まっている規格に

IEEE802.11iがある。11a/b/gと

異なり、この11iは通信技術そのもの

の規格ではなく、ワイヤレスLANのセ

キュリティ対策を標準化するための規

格だ。現状の11a/b/gにもセキュリ

ティ対策は備えているが、設置業者が

独自に追加する例が多かった。この

11iでは、ワイヤレスLAN環境が統一

的に利用できる十分なセキュリティ対

策を策定している。たとえば11iでは、

WPA（Wi-Fi Protected Access）

という規格が採用されている。これは

ワイヤレスで通信するデータの暗号化

とユーザー認証を行うための規格で

ある。このWPAは、これまでの

11a/b/gと組み合わせて、セキュリ

ティを強化するために利用することも

できる。このWPAについては後ほど、

より詳しく説明することにしたい。

■BluetoothやWiMAXなど
通信規格は多様化
ワイヤレスLANに利用できる規格

は、IEEE802.11委員会が策定して

いるものだけに限らない。

たとえば、Bluetoothという規格は、

主にパソコンと周辺機器などの間で

ワイヤレス通信を行うための規格だ。

ホットスポット の 中 には 、この

Bluetoothを採用した例もある。利

用するのは11b / gなどと同じ、

2.4GHz前後の帯域だ。ただし通信

速度は11bよりも遅い。

このほか、WiMAX（Worldwide

Interoperability for Microwave

Access:ワイマックス）というワイヤ

レス通信の規格は、2～11GHz前後

の帯域の電波を用い、通信速度は最

大で75Mbpsで通信し将来的には

50kmもの距離の通信が可能だとさ

れている。

このWiMAXは2005年の12月か

ら、一部の地域でサービスの提供が始

まる予定だ。通信可能な距離が

10kmと長いので、ワイヤレスでイン

ターネットに接続するため利用される

可能性も高い。またワイヤレスLAN

の構築に利用することも可能なので

ある。

これらの通信規格は、どれかひとつ

が普及するのか、それとも使い分けが

されるのかなどの予測が難しいが、ワ

イヤレスLANのためのソリューション

は今後も一層、進化していくことは間

違いない。

■普及しているのは802.11a/b/gで
通信速度に違い
ワイヤレスLANのための規格は

IEEE（Institute of Electrical and

Electronic Engineers:電気電子学

会）のうちIEEE802.11委員会が策

定している。ここで策定されたさまざ

まな規格は、IEEE802.11の後にア

ルファベット一文字を添えて、たとえ

ばIEEE802.11aなどと呼ばれる。

それらのうち、これまで日本で広く用

いられてきたのは11a/b/gだ。そこ

でまず、この3つについて説明しよう。

最初に日本で広く普及したのは

11bだ。これは2.4GHz前後の帯域

の電波を利用し、通信速度は最大で

11Mbpsとされる。帯域とは周波数

の範囲を指し、周波数の範囲が広いほ

ど通信速度は速くなる。そこで次によ

り高速な規格が考案された。実際に

利用が開始されたのが、11a/gとい

うふたつの規格だ。どちらも通信速度

は最大で54Mbpsとされており、一

般的なADSLなどと同等以上のブロ

ードバンド並みの速度がある。

11a/gの最大の違いは、11aが

5.2GHz前後の帯域の電波を利用す

るのに対して、11gは11bと同じ

2.4GHzの帯域前後だという点だ。

2.4GHz前後の帯域の電波は、電子レ

ンジなど他の電気製品も利用してい

る。したがってそれらの電気製品が近

くで使われている時は、11b/gの通

信が電波の干渉を受け、通信速度が

落ちたりする可能性がある。たとえば

昼休み前に社員が弁当を温めるため

オフィスの電子レンジを使ったら、社

内のワイヤレスLANが使えなくなった

例があるそうだ。一方、5.2GHz前後

の帯域を利用する11aには、電波の干

渉がほとんどない。さらに、2005年

５月の電波法改正によりこれまで11a

が使用していた周波数帯域が広げら

れ、国際標準と同じ帯域が割り当てら

れた。広い帯域が利用できるので、利

用チャンネルが従来の4チャンネルか

ら8チャンネルになり倍増した。これ

により電波干渉が起こりにくくなり、

通信速度に影響を及ぼさない通信が

可能になるのだ。

■すべての規格に対応した
製品も登場
11bと11gは同じ2.4GHz前後の

帯域を利用するので、11g用の製品

は11bでの通信にも対応できる。

2001年頃から大都市を中心に街角

で、ワイヤレスでインターネットに接続

できるサービス空間である「ホットス

ポット」が各地にできた。その多くは

11bを採用していた。11g用のネット

ワークカードを装着したノート型パソ

コンは、それらのホットスポットで

11bの速度での通信が可能だ。ただ

しアクセスポイントとネットワークカ

ードのどちらかが11b専用だと、他方

が11gに対応していても11bの通信

速度でしか通信できない。

11bでのワイヤレスLANが利用さ

れていたオフィスで、11g用の設備を

新たに追加で導入すれば、11bと

11gの並存が可能だ。一度に全て

 規格 IEEE802.11b IEEE802.11g IEEE802.11a 

 周波数帯 2.4～2.47GHz 2.4～2.47GHz 5.15～5.25GHz 

 最高通信速度 11Mbps 54Mbps 54Mbps 

 最高実効速度 4Mbps～5Mbps 20Mbps～25Mbps 20Mbps～25Mbps 

 周波数干渉 △ △ ◎ 

 11bとの互換性 － ◎ × 

 通信距離 ◎ ◎ △ 

 透過性 ◎ ◎ △ 

 屋外使用 ◎ ◎ ×（認可制） 

 

■普及しているIEEE802.11a/b/gの比較表

ワイヤレスLANを実現するための

さまざまな規格を比較・検証

電波によるワイヤレスLANには複数の規格があり、それぞれに
長所と短所がある。複数の規格が混在しても、円滑に通信が可能
な場合と、不可能な場合がある。そこでまずは現在の規格につい
てそれぞれの特長と、組み合わせの可否について把握しておこう。
その上で今後の普及が予想される規格や技術に関して簡単に展
望しておくことにしたい。

■普及している通信規格に対応する
アクセスポイント製品例

802.11a/b/gすべてに同時対応する製品のひとつ
『バッファローWRR-AM54G54』

52.4 5.15 5.25 5.35GHz 11GHz

・11b 
・11g 
・Bluetooth

・11a

・新11a

・WiMAX

■各規格が使用する周波数帯域

使用する周波数の帯域が広いほど通信速度は速く、かつ電波の干渉が起こりにくい
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特　集 ワイヤレスLANで実現するオフィス環境の革新

■どこでも接続できるだけに
セキュリティ対策が不可欠
これまで出先で社内LANやインタ

ーネットへ接続するには、携帯電話や

PHSを利用する場合が多かった。た

だしこの手法はデータ通信速度が遅

く、大容量のデータは送受信しにくい

など、利用の仕方が制約される。

だが通信速度の速いWiMAXなど

が普及し、携帯電話やPHS並みに携

帯端末や基地局が増えれば「どこでも

高速で社内LAN接続、どこでもブロ

ードバンド・インターネット」が実現す

るのだ。そうなれば出先でのビジネ

スの仕方が、大きく塗り変えられるだ

ろう。

ただし社内と出先のどちらで利用

する場合にしても、ワイヤレス通信に

は情報セキュリティの問題は切り離せ

ない。そこでこれから、ワイヤレス

LANのセキュリティ面について考えて

みよう。

■オフィスの近くにいる
部外者が利用する可能性
これまでのワイヤレスLANは、お

おむねアクセスポイントから数十m以

内の範囲にいる人が利用できるよう

になっている。したがってビルの同じ

階や上下の階に別の会社が入ってい

る場合、その会社の人も社内LANに

接続できてしまう可能性があるのだ。

隣のビルとの距離が近い場合、隣の

ビルの人が接続できてしまう可能性

もある。

ワイヤレスLANの電波は上下方向

には伝達距離が短いが、それでもビル

の数階分の高さぐらいは届いてしま

う。オフィスフロアがビルの2,3階ま

での高さにある場合、屋外の路上など

にいる人が、社内LANに接続できて

しまう可能性もある。

実際に「近所の人がワイヤレスLAN

を導入したら、その電波が利用できて

無料でインターネットへ接続できてし

まった」という実例は多い。

インターネットへの「タダ乗り」では

実害は少ないが、社内LANのデータ

を盗み見られたり、システムやデータ

を破壊されるようなことになれば深刻

な事態だ。さらには部外者があなた

の会社のLANを「踏み台」として、イン

ターネット経由で別の会社のシステム

に不正アクセスする可能性もある。こ

の場合、踏み台として利用された会社

も責任を問われかねない。

このようにワイヤレスLANはアク

セスの自由度が高い分、有線のLAN

以上にセキュリティへの配慮が必要に

なる。

■以前はMACアドレスと
SS-ID秘匿、WEPで対応
かつてワイヤレスLANではセキュ

リティ対策のためMACアドレス、SS-

ID秘匿、WEPという3つの手法が用

いられてきた。

このうちMAC（Media Access

Control）アドレスは、LANに参加す

る全ての機器に割り振られる番号を

指す。これを事前に登録しておき、そ

れ以外のパソコンなどはLANに接続

できないように設定することができ

る。ただしワイヤレスLANの場合、

MACアドレスのデータがワイヤレス

で送受信されている。それを部外者

が受信し、LANに参加しているパソコ

ンのMACアドレスを偽称してLANに

接続することは可能だ。

次のSS-ID（Service Set Identify）

もしくはESS - I D（E x t e n d e d

Service Set Identifier）は、パソコ

ン側からの問いかけに対してアクセス

ポイントが「ここに何々という名前の

アクセスポイントがある」と無線電波

で知らせる機能だ。それぞれのパソ

コンは、その情報を得て近くのアクセ

スポイントに接続を行う。この電波を

部外者が受信すると、どういう名前の

アクセスポイントがあるのかわかって

しまうので、部外者にはSS- IDや

ESS-IDを送らないように設定するこ

とは可能だ。

3つ目のWEP（Wired Equivaleant

Privacy）は、ワイヤレスLANで送受信

するデータを暗号化する仕組みだ。現

状802.11bのセキュリティシステム

として採用されている。しかしWEP

は暗号化の仕組みが簡単な上、暗号

化に使われる「鍵」が必ずしも短時間

で変更されるとは限らないため、最近

の解読技術に対しては脆弱性が指摘

されている。

このように、さまざまな手法でセキ

ュリティを確保しようとしているが、企

業の情報漏えい対策としては、さらに

高いセキュリティを求める必要がある

だろう。

■802.11iでユーザー認証と
データの暗号化を強化

このような問題について、それぞれ

の業者が独自のセキュリティ対策を追

加する場合が多い。これに対して、統

一的なセキュリティ対策を施している

のがIEEE802.11iだ。この11iに含

まれるセキュリティ対策は、すでに多

くの業者が実際に採用している。

11iにおいては、前章でも触れた

WPAという仕組みが中核を担う。と

りわけ企業で用いる場合は、これに認

証サーバが組み合わされる。これらに

よってユーザー認証と、送受信するデ

ータの暗号化とが行われるのだ。

このうちデータの暗号化の面では、

暗号化のための「鍵」を一定時間ごとに

変化させるというものだ。たとえ通信

中であっても、一定の時間が経つと「鍵」

が変化する。したがって仮に不正アク

セスした部外者が「鍵」を解読したとし

ても、一定の時間が経つと「鍵」が変わ

ってしまうので、それ以降の通信に関し

ては内容を知ることができない。WEP

の暗号化方式のように「いったん『鍵』

を解読されてしまうと、その後の通信

は盗聴され放題になる可能性がある」

という心配はなくなるわけだ。

もう一方のユーザー認証の面では、

W P A は E A P（ E x t e n s i b l e

Authentication Protocol）という仕

組みを採用している。WEPはユーザ

ーごとに認証する仕組みを備えてい

ないので、個々のユーザーIDやパス

ワードの管理は別の仕組みに頼らざ

るを得なかった。これに対してEAPで

は、認証サーバによるユーザーIDと

パスワードの一元的な認証を行う。こ

のEAPは、一般のインターネット利用

で、プロバイダに接続してきたユーザ

ーを認証するためにも用いられてい

るものである。

EAPでのユーザー認証には、RADIUS

（Remote Authentication Dial-In

User Service:「ラディウス」）サーバ

が一般的に利用される。これは米リビ

ングストーン社が開発した、ユーザー

認証のシステム用サーバだ。ただし小

規模な事業所や一般の家庭では、

RADIUSサーバの導入までは困難な

場合もあるだろう。その場合、WPA

ではアクセスポイントにユーザーとパ

スワードの認証まで行わせる手法も

用意されている。

■セキュリティの高いシステムを
企業の規模に応じてご提案
ワイヤレスLANはセキュリティ対

策さえ十分に施せば、とても便利に

利用できる。セキュリティに対応し

たシステムを構築すれば、社員の増

加や異動、フロア間の部署移動から

事務所の引越しまで、将来的なシス

テムの変更にも柔軟に対応できる。

長期的に見ればシステム管理者が行

う時間的手間とコストなどトータル

な運用コストの削減を可能にするは

ずだ。そのためには最新の技術動向

や導入にきちんと対応している業者

を選ぶことが大切だろう。

大塚商会では、IEEE802.11iの

セキュリティ対策を取り入れた最適

なシステムソリューションを提供し

ている。それぞれの企業の規模に応

じたシステムをご提案しているので、

社内組織の変更や、事務所フロアの

移動を計画、予定される際には、ど

うかお気軽にご相談いただきたい。

情報セキュリティに配慮した

安全なソリューションの導入を

ワイヤレスLANは無線なだけに、そのままでは部外者が接続で
きてしまう。それを防ぐために以前からMACアドレス、SS-ID秘匿、
WEPなどのセキュリティ手法が採られてきたが、これらだけでは十分
とは言えない。そこで最近はWPAやEAP、RADIUSサーバなどの
組み合わせによるセキュリティ対策が普及しているので、ワイヤレス
LANを構築する際は、ぜひとも導入を検討してほしい。

接続要求 

RADIUS 
認証サーバ 

無線端末 WEPキーを配布 

通信開始 

IEEE802.1x/EAP対応 
アクセスポイント 

認証サーバに確認 

ユーザーを認証 

■RADIUSサーバによるEAPでのユーザー認証

・ユーザーごとに認証を行いアクセス制御するため、高いセキュリティを確保できる
・ユーザー単位でのWEPキー(暗号鍵)の配信、自動更新により、WEPキー解読の危険性を回避できる
・ユーザー管理はRADIUSサーバで一括集中管理するこができ、運用管理工数を軽減できる



導入・運用が手間なく簡単に行えるHAクラスタソフト
『SteelEye LifeKeeper for Linux』

運用サポートも手間がかからずスムーズに行えるのだ。

また、最大32ノードまでのクラスタ構成をサポートする

など、UNIXのシステムと比べても遜色ない冗長性を実現

することを可能にしている。

このように『LifeKeeper』は、機能面や性能面において

も高いパフォーマンスを実現している。そのため、24時

間365日システムダウンすることが許されないミッション

クリティカルな用途において威力を発揮する。特に現在は、

基幹系システムにおいて、高価な商用UNIXから安価なオ

ープンソースをベースにしたLinux環境へ移行するケース

が増えている。その意味では、信頼性の高いHAクラスタ

を低コストで実現する『LifeKeeper』に対する期待は、ま

すます高まっている。

■テンアートニとの協業で
万全なサポート体制を確立

『LifeKeeper』にはSteelEye Technology社が提供

する年間サポートサポートプログラムが初年度必須として

提供されるが、これはすべて英語による対応となる。そこ

で、テンアートニでは、『LifeKeeper』の購入ユーザーや

販売パートナー向けの日本語による技術サポートサービ

スを提供している。日本語で質問すれば、テンアートニが

SteelEye Technology社に問い合わせを行い、回答す

るので安心して利用できる。

また、大塚商会では『LifeKeeper』のシステム構築から

運用サポートまでを、ワンストップで提供できる体制を整

えている。大塚商会が窓口となって『LifeKeeper』に関す

るあらゆる問い合わせに対応するが、大塚商会だけで解

決できない場合でも、テンアートニがバックサポートする

体制を整えているので、大塚商会BP事業部のビジネスパ

ートナーは、『LifeKeeper』を安心してお客様に提供する

ことができる。

こうしたサポート体制を構築できるのは、大塚商会とテ

ンアートニがグループ会社として強固な協業体制を確立

しているからだ。大塚商会では、テンアートニ製品の勉強

会を定期的に行っており、そこで技術的なノウハウを身に

付けている。また、ビジネスパートナーから要請があれば、

テンアートニと連携してパートナー向けの勉強会も随時行

っている。さらに、テンアートニと共同で『LifeKeeper』

に関するセミナーなども開催している。当然のことながら、

大塚商会のビジネスパートナーと共同でセミナーを開催

することも可能だ。大塚商会、テンアートニとビジネスパ

ートナーの3社が一体となってお客様に『LifeKeeper』に

よるHAクラスタシステムの販売活動を展開することがで

きる。

特にここ数年は、Linux環境におけるHAクラスタシス

テムに対するニーズが高まっているので、その意味では、

ビジネスパートナーにとっては大きなビジネスチャンスが

広がっている。その重要な武器として、『LifeKeeper』を

ぜひ有効活用していただきたい。
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Open Source Solutions

■前年比220％の伸長を誇る
好評のHAクラスタソフト
Linuxは、Webサーバやファイルサーバが中心だったが、

ここ数年、『Red Hat Enterprise Linux』がビジネス市場

に浸透してきたことから、ミッションクリティカルな基幹系

システムにもLinuxを導入する企業が増えてきた。これに

伴い、HAクラスタに対するニーズが急速に高まっている。

HAクラスタとは、複数のサーバを冗長化させることに

より、システムの停止時間を最小限に抑え、業務の可用性

を向上させるクラスタシステムのことである。単純に言

えば、同じサーバを2台設置しておいて、1台がダウンし

たらもう一台がタスクを引き継ぐ仕組みだ。これにより、

システムを継続的に運用できるようになる。

現在、Linux上で利用できるHAクラスタソフトにはさま

ざまな製品があるが、国内市場でトップシェアに迫る勢い

で好調な売上を示しているのが、HAクラスタソフト

『L i f eKe e p e r』（開発・販売元：米国Stee l E y e

Technology社）である。『LifeKeeper』は、2001年から

ノーザンライツコンピュータ（2002年にテンアートニと合

併）によって国内市場で販売が開始された。その当初から

大塚商会は協業して販売活動を展開しており、その後もテ

ンアートニと密接な連携を図り、積極的な販売展開を行っ

ている。大塚商会における『LifeKeeper』の今年上期の売

上は、前年同期比220％という高い伸びを示している。

『LifeKeeper』を導入するエンドユーザーの業種や規模は

多種多様だが、ここ1、2年はOracle（Linux版）などデー

タベースをHAクラスタ化する際に導入するケースが多

い。金融系の基幹系システムなどに採用されるなど、その

信頼性は市場でも高く評価されている。

■リカバリーキットによって
HAクラスタ化を容易に実現

『LifeKeeper』の最大の魅力は、オープンソースや商用

製品を含めた主要なデータベースや業務アプリケーショ

ンに対応したARK(アプリケーション・リカバリー・キット)

が用意されていることである。これを活用することにより、

データベースや各種業務アプリケーションサーバのHA化

が、スクリプトレスで簡単に行えるようになり、HAクラス

タシステムを構築する際の導入コストや開発工数を大幅

に削減することができる。そのため、エンドユーザはもち

ろんのこと、HAクラスタシステムの構築を手がけるSIer

にとっても大きなメリットとなる。

たとえば、データベースであれば、『DB2』『informix』

『MySQL』『Oracle』『PostgreSQL』『SyBase』のARK

がすでに用意されている。

そのうえ、ARKに未対応のアプリケーションについて

も、「LifeKeeper Generic ARK』を使用することで、起

動/停止/監視/再起動の4つのスクリプトを作成するだけ

で簡単にHA化することができる。API（Application

Program Interface）などの専門的な知識は必要ない。

そのため、『LifeKeeper』は、一度導入したSIerからのリ

ピート率が極めて高い。それだけ、『LifeKeeper』が扱い

やすいHAクラスタソフトであることを物語っている。

他社のHAクラスタソフトの多くは、専門知識がないと

システム化することが難しいため、自社のSEを使ってシ

ステムを作り込まなければならない。その結果、開発コス

トが余分にかかったり、障害発生時の対処に時間がかか

ってしまう。その点、『LifeKeeper』は、余分な開発コスト

をかけることなく、HAクラスタシステムを簡単に構築で

きるのだ。その意味では、ビジネスパートナーにとって、

お客様に導入提案がしやすい商材といえるだろう。

■年間稼働率99.99%という
高信頼性を低コストで実現

『LifeKeeper』は、年間稼働率99.99%、年間わずか

53分の停止時間というエンタープライズレベルの高信頼

性を実現していることも大きな魅力だ。そのうえ、GUIに

よる直感的な操作性と視認性により、オペレータによる

人的ミスを大幅に削減できる仕組みになっている。万一、

システムにトラブルが発生した場合は、ハードウェアの問

題なのかソフトウェアの問題なのかを容易に推定できる

ため、ベンダーに問い合わせをする際の障害の切り分け

作業が、迅速に行える仕組みにもなっている。そのため、

ミッションクリティカルな基幹系システムが、高価なUNIXから安価なLinux環境へ大きくシフトしている中で、高可
用性を実現するHA(High Availability)クラスタソフトに対するニーズが急増している。そこで、Linux市場で高
い評価を得ているHAクラスタソフト『SteelEye LifeKeeper for Linux』(以下LifeKeeper)について詳しく紹
介したい。

導入・運用が手間なく簡単に行えるHAクラスタソフト
『SteelEye LifeKeeper for Linux』

クライアント 

アプリケーションA

アプリケーションB

正常時 

アプリケーションA

アプリケーションB

アプリケーションA

アプリケーションB

運用系 待機系 

アプリケーションA

アプリケーションB

アプリケーションA

アプリケーションB

アプリケーションA

アプリケーションB

運用系 待機系 

クライアント 

引継ぎ 障害発生障害発生 障害発生 

障害時 

HAクラスタを構成する際に、共有ストレージなどを利用する方法もある。また
この他にネットワークRAIDによるデータミラーで安価に構築する事もできる

通常の運用に利用しているサーバに問題が起きれば、即時に待機しているサ
ーバがタスクを引き継ぐので、ユーザー側への影響は最小限に食い止められる

●99.99%のシステム稼動時間を実現する『LifeKeeper』のHAクラスタシステム

受付時間 平日 9:00～17:30（土日祝祭日、年末年始を除く）  

対応件数 無制限  

有効期間 1年間  

価　　格 　　　　  

その他の特典 

年間サポートサポートプログラムに含まれており、 
追加費用は発生しない 

年間サポート有効期間中におけるバージョンアップ時のアップデート
製品の無償提供　他 

●年間サポートの概要

テンアートニで『LifeKeeper for Linux』を購入すると、メールによる日本語
での技術サポートが提供される。



32

■Linuxサーバ環境における
デファクトスタンダード

Linux市場が企業の基幹系システムや地方自治体、学

校などへ大きく広がる中で、Linuxのサーバ環境における

バックアップソフトの需要も急増している。現在、Linuxサ

ーバ市場におけるバックアップソフトのデファクトスタン

ダードとして位置づけられているのが『NetVault』（開発･

販売元：バックボーン・ソフトウエア）である。Linuxの国

内市場におけるシェアは76.8％（出典：テクノシステムリ

サーチ「2004年版ストレージソフトウェア市場のマーケ

ティング分析」）という圧倒的な実績を誇っている。その大

きな要因は、『Red Hat』や『Miracle Linux』、

『Turbolinux』など主要なディストリビューションの検証を

いち早く行い、国内市場に最適な形で対応したからだ。

最近注目されているLinux64ビット環境に対応している

のも『NetVault』だけである。同様に、『PostgreSQL』、

『O r a c l e ( L i n u x版 )』、『No t e s ( L i n u x版 )』、

『Sybase(Linux版)』など、バックアップソフトの中で

『NetVault』だけが、標準で対応しているアプリケーショ

ンをもつことも大きな強みとなっている。

■Linuxに特化する一方で
OSが混在する環境にも対応

『NetVault』のもうひとつの強みは、Linuxのサーバ環

境に特化する一方で、Windowsなど他のOS

にも柔軟に対応していることだ。これにより、

複数のOSが混在するシステム環境で、バック

アップを統合管理できるメリットがある。た

とえば、従来は、SolarisなどのOSに応じた

専用のバックアップサーバをそれぞれ導入し

なければならなかったが、『NetVault』を導

入すれば、1台のバックアップサーバで集中

管理できるようになる。そのため、バックア

ップに要していた導入・運用コストを大幅に

軽減できる。

また、『NetVault』はテープ装置だけでなく、

ハードディスクに直接バックアップを取ること

ができるので、比較的安価に入手できる外付

けのハードディスクでバックアップを取るよう

にすれば、トータルコストも軽減できる。

■統合バックアップにも対応

機能面においては、フルバックアップと差分バックアッ

プの両方に対応している。さらに前回のフルバックアップ

に差分バックアップを統合する機能があるので、最初に

フルバックアップを取れば、次からは更新されたデータ

のみの転送で済み、バックアップ対象マシンのCPUを専

有する時間が短くなる。そのため、本来の業務により多く

の時間を費やすことが可能になる。バックアップソフトの

多くは、テープ装置に書き込むときだけ暗号化されるが、

『NetVault』は、ネットワーク上も暗号化された状態で送

られるので、セキュリティを強化できるメリットもある。ま

た、『NetVault』のBasic基本パッケージは、標準価格15

万円と比較的リーズナブルだ。

大塚商会では2005年11月からトータル の保守サービ

スメニューに『NetVault』を新たに加えた。これにより、

Linuxの導入からバックアップ環境の構築・保守までワンスト

ップで提供できる体制を整えている。これを機に、ビジネス

パートナーの皆様も、Linux環境におけるバックアップビジネ

スを積極的に展開してみてはいかがだろうか。『NetVault』は、

HAクラスタソフト

『LifeKeeper』のARK

も用意されているの

で、両者を連携したソ

リューションビジネス

を展開することも可能

である。

Linuxサーバ市場で圧倒的なシェアを誇る
バックアップソフト『NetVault』
Linuxサーバ市場で圧倒的なシェアを誇る
バックアップソフト『NetVault』

●システム構成図

クライアントにさまざまなOSが混在するシステム環境でも、1台のサーバでバックアップ／リストアが集中
管理できる。今日の多様化するシステム環境や、増大し続けるストレージに対応するには不可欠なバック
アップソリューションになりつつある。

BakBone社ウェブサイト
http://www.bakbone.co.jp/products/netvault.html
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コラム 業務改革・改善のためのIT活用とは

業 務 改 革 ・ 改 善 の た め の  

 IT活用とは 
 データこそが個人にとってもビジネスにとっても資産

第4回

田中 亘氏
筆者のプロフィール／筆者は、IT業界で20年を超えるキャリアがあり、ライターになる前はソフトの企画・開発や販売の経験を持つ。
現在はIT系の雑誌をはじめ、産業系の新聞などでも技術解説などを執筆している。得意とするジャンルは、PCを中心にネットワーク
や通信などIT全般に渡る。2004年以降、ITという枠を超えて、デジタル家電や携帯電話関連の執筆も増えてきた。

業務改革・改善のためには、どのようなIT活用の方法があるのだろうか。パッケージ化された

アプリケーションの利用によって、どこまで効率は上げられるのか。あるいは、ビジネス系アプリ

ケーションの使いこなしによって改善が計られるのか。そうした視点から、IT活用について考え

ていく。今月はデータ管理について考察する。

IT活用の成果は
すべてデータに残る

IT活用にとって何よりも重要なもの。

それは、日々の仕事を通して創り出さ

れたデータにある。たとえば、筆者に

とっての最大のデータ資産は、記事や

コラムなどの原稿になる。そのデータ

は、テキスト形式で保存して、仕事場で

は常に二台のハードディスクに保存す

るようにしている。もしも、外出先で取

材したり執筆した原稿があれば、それ

は電子メールを使って自分宛に送信し

ておく。そうすることで、データはメー

ルサーバにもバックアップされ、ノート

PCをいちいち開かなくても、作業場

のデスクトップPCですぐに使えるよう

になる。ちなみに、メールサーバは

Linuxのsendmailを利用して、事務所

でオリジナルのサーバを稼動させてい

る。つまり、ハードもOSも違うものに

することによって、バックアップの安全

性を高めようとしているのだ。これだ

け厳重にバックアップをとる理由は、

過去に大切なデータを失いかけた経験

があるからだ。OSやアプリケーション

は、マスターCD-ROMさえあれば、い

つでも元に戻せるが、データというオ

リジナルの資産は、バックアップがな

ければ復元できない。いつかはPCが

壊れるという事実を考えることなく、日

ごろから使っているノートPCだけにデ

ータを蓄積していると、ある日突然に

電源が入らなくなって、それまでのデ

ータがすべて失われる、という悲劇に

襲われる危険すらあるのだ。

復旧が困難な
個人データの数々

実際に日ごろ使っているノートPCが

壊れてしまったとしたら、どのようなビ

ジネスの停滞が起こるのだろうか。ま

ず考えられるのは、インターネットや電

子メールが使用できなくなることだ。

インターネットだけならばまだしも、電

子メールが使えなくなるということは、

これだけ発展してきたネット社会にお

いては、致命的なダメージだ。取引先

との電子メールが１日2日と遅れてい

けば、それだけで取引先から信用を失

い、ビジネスの損失になるかもしれな

い。次に、見積書や企画書に提案書と

いったデータの損失だ。現在では、多

くの人がワープロ感覚でノートPCを使

っているので、日々のビジネスでやり

取りされているドキュメントの多くが、

ノートPCの中のハードディスクに保管

されている。そのデータが使えなくな

れば、それだけでビジネスは止まって

しまう。特に、個人で作ったデータの

多くは、その人の経験や知識が凝縮さ

れているので、容易に他から持ってくる

というわけにもいかない。

さらに厄介な損失は、グループウェ

アなどで利用している設定情報だ。ク

ライアント/サーバ型のグループウェア

では、個人ごとの設定はPCに保存さ

れている。そのため、クライアントPC

が壊れてしまえば、それまでの設定を

すべて最初から行うことになる。また、

独自のカスタマイズなどを行っていれ

ば、思い出して再設定するしかない。こ

うしたトラブルに対して、万全な備えを

するためには、最終的にはバックアッ

プを定期的かつ継続的にとっておくし

かない。

最も確実な方法は
PCの多重化

一口にバックアップといっても、その

方法はさまざま、大きく3通りのバック

アップ方法を提案することはできる。

そこで、まず手始めに最も安全で確実

かつ迅速な方法から紹介しよう。それ

が、PCの多重化だ。

企業系サーバ環境において、ストレ

ージやサーバの多重化というのは、よ

く使われる技術だ。2台以上のハード

ウェアを並列に実行し、データを常に

連動させておくことによって、1台が壊

れてももう1台が稼働する。1台よりも

2台にすることで、耐障害性を高めよう

とする安全策が、多重化技術になる。

もっとも、クライアントPCにおいて

「これが確実だ」という多重化技術はな

い。あるとすれば、BIOSが多重化され

ているとか、本体ケースの電源が二重

になっているとか、ハードディスクをミ

ラーリングしている、といった多重化に

なる。しかし、筆者の提唱する多重化

とは、ハードウェアの高度な技術では

なくて、単純に2台以上のPCを並行し

て使うことだ。「職場のデスクトップPC」

と「持ち歩き用のノートPC」という関

係や、「会社のPC」と「自宅のPC」

でもいい。複数台のPCを使うことによ

って、データの集中化を防ぐ効果が期

待できる。2台以上を使い分けるよう

になれば、当然のことながらデータも

多重化するようになる。確かに、複数

台のPCで多重化したデータを使おう

とすれば、ファイルの世代管理が煩雑

になり、手間がかかると思われるかも

しれない。しかし、その手間が自然と

データをバックアップする行為へとつ

ながっていくのだ。もう少し賢明にな

れば、ファイル共有サーバやUSBメモ

リなどを使って、マスターデータを1箇

所に集め、個々のPCではそのコピー

を編集するようになるかもしれない。

さらに、PCを多重化しておけば、もし

もどちらか一方がクラッシュしても、ビ

ジネスが停滞することはない。日々の

トラブルに備えるという意味において、

毎日使うPCの多重化は、とても効果の

ある対策といえる。

メディアへのコピーと
全社規模での自動バックアップ

残る2つの方法のうち、ひとつは外

部メディアへのコピーになる。個人で

あれば、CD-RやDVD-Rへのコピーが、

便利で確実な方法といえるだろう。た

だ、画像データのような大きなもので

なければ、わざわざCD-Rにコピーす

るほどのことはないと思いがちだ。そ

こで現実的な対策としては、CD-Rや

DVD-Rを月に１回利用して、その間は

更新したファイルだけをUSBメモリな

どにコピーしておくと、安全性と利便性

を両立できる。重要な点は、毎日作業

することと、バックアップしたデータを

すぐに使える状態にしておくことにあ

る。ちなみに、バックアップ専用ツール

の中には、独自の形式で保存するもの

がある。そうしたツールを使ってしまう

と、復元するのが面倒になるため、仕

事を止めてしまう心配があるのだ。

そうはいっても、CD-RやUSBメモ

リに定期的にバックアップをとること

は、日々の仕事に追われている身にと

っては難しい。そこで第三の方法が、

ツールを活用した自動バックアップと

なる。組織的に運用している場合には、

集中制御型のクライアント用バックア

ップツールを利用する方法がある。ま

た、個人であれば単純な自動バックア

ップツールを使う方法もある。いずれ

にしても、ITの力を借りてバックアップ

を自動化すれば、うっかり忘れてしまう

心配もなくなる。

バックアップという作業は、単純なよ

うで奥が深い。個人で利用している

PCであっても、その中に保存されたデ

ータは、その人の創作物でありオリジ

ナルだ。それだけに、失われてしまえ

ば大なり小なりの損失になる。その損

失を防ぐためには、とにかくふたつ以

上のコピーを作っておくしかない。ど

のような方法であれ、大切なことは

「常に」行う心がけにある。個人のデー

タであっても、ビジネスに関するもの

であれば、それは会社の資産でもある。

したがって、ビジネスに関する個人の

PCに入っているデータは、個人の責任

というよりは、会社の情報部門の取り

組みとして、安全で確実なバックアップ

環境を整備することも、今後はより重

要になってくるだろう。

オリジナル 
データ 

HOME

携帯ノートPC

サーバ 
USB 
CD-R

■データ多重化のすすめ
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コラム 売れるショップに売れる人

ビジネスシーンに交渉はつきものです。筆者が量販店で
マネージャーをしていたとき、部下のＳくんから、「お客様と
お話しするのが苦手なんですが、どうすれば良いでしょう
か？」と相談されました。真剣に悩んでの質問であることは、
相手の目を見ればわかりました。この問題の解答を出すこと
ができなくて、営業の現場を去っていく若者が結構いるんで
すね。販売の現場で相手とお話しすることに苦手意識を抱
いていれば、売れるモノも、売れなくなります。筆者はどの
ように応えたでしょうか？
「Ｓくんの言葉は、自分で分かっているように、確かに滑ら
かじゃないけど、真面目に説明しようとする好感度が高いと
保証するよ。自分はお客様に真面目に商品を説明させてい
ただく、という意識を忘れなければ、きっと多くのお得意さ
んをつくれる店員になれると思うね」筆者の答えはコレでし
た。言葉遣いが上手になれるノウハウを説明したわけでは
ありません。相談相手の人格を褒めただけでしたが、それか
らＳくんの接客態度が変わりました。成果よりも自分を売る
ことを優先するようになりました。朴訥とした説明にシビレ
をきらせ、何人かのお客様を逃しはしましたが、そんな時、
筆者は「プロ野球の一流打者だって７割は失敗する」とSくん
を激励したものです。
販売経験の浅い若者を部下に持った場合、怖いのが「没交

渉」型の人間を作ることです。過剰なノルマを与えたり、コ
ミュニケーションが不足がちな組織が、そうした人間を形成
する傾向にあります。
筆者は、毎週一回、ゲームクリエイターを目指す専門学校

の生徒たちに講義をしています。生徒にC言語やJava言語
を理解させるわけではありません。学校長から「最近の生徒
は、技術を持っているのに、就職面接で落とされてくる人が
目立ちます。人前で話すことを恥ずかしがらないようにして
頂けませんか？」と依頼されたので、そのための講義をして
います。
講義のポイントは５つです。筆者が販売の現場から会得し

たことですが、総合職から技術職まで役立つのではないか
と考え、提案させていただきます。

ポイント１：相手の理解を意識して話しているか？
自分が理解できているから、相手も理解できているとい

う考え方は危険です。技術職の人に多いのが、専門用語を
多用した話し方をすることです。また外国語に長けた人も、
カタカナ語の多用にご注意を。相手は自分とは違うのです。

ポイント２：相手の顔つきや身振りを観察しながら話している
か？
一方的に話す癖のある人は、相手の表情など微塵も意識

しません。シナリオを棒読みする役者は、販売の現場では通
用しません。相手の顔つきや身振りを冷静に観察する余裕
が、「ここは話題を変えたほうがいいナ」と気づかせます。
ポイント３：過剰な「真剣さ」は不気味に見られる
真剣な態度も人にヨリケリです。さきほどのＳくんのよう

な朴訥なタイプの真剣な接客態度は効果的でも、バッテリー
消耗時間などのような使用状態によっては結果が異なるこ
とを、論理的・学術的に追求する説明は、相手からは不気味
に見えるときがあります。
ポイント４：譲歩から進むビジネスもある
組織には立場に応じた規律や権限があります。どんなビ

ジネスも原価割れを嫌いますが、モノの価値は時系列的に
下降線をたどる傾向が強いはずです。「それは許されており
ません」と突っぱねるか、「上司に相談してみます」と応じる
かで、ビジネスチャンスの範囲が変化します。
ポイント５：納得できたら諦めよう
プロ野球の一流打者でも７割は失敗しますが、本当の一流

打者は失敗から学ぶそうです。成約率の高い販売員に共通
しているのが、やれることをすべてやったのに、相手の同意
を得られなかったのだか
ら、潔く諦めようと割り
切れることです。割り切
れない人はストレスを蓄
積します。
このようなことは日常

的にあります。コミュニ
ケーションは、一方的な
ものでないことを心掛け
ていきたいものです。

島川 言成
パソコン黎明期から秋葉原有名店のパソコン売場でマネージャを勤め、その
後ライターに。IT関連書籍多数。日本経済新聞社では「アキハバラ文学」創生
者のひとりとして紹介される。国内の機械翻訳ソフトベンチャー企業、外資系
音声認識関連ベンチャー企業のコーポレート・マーケティング部長を歴任。現
在、日経BP社運営のビジネスサイト「日経SmallBiz」でIT業界の現状分析と
ユニークな提案をするコラムを連載中。PC月刊誌「日経ベストPC」では秋葉
原のマーケティング状況をリポート。また、セキュリティ関連ベンチャー企業
のマーケティング部門取締役、ゲームクリエーター養成専門学校でエンターテ
インメント業界のマーケティング講座も担当。

交渉に大切な５つのポイント 島川 言成 氏

第4回

インクジェットプリンタの主戦場が、シ

ングルファンクションプリンタ（SFP＝単

能機）から、プリンタ複合機へと移行した。

昨年の年末商戦では、出荷台数の約

３割に留まっていたプリンタ複合機だ

が、今年夏以降は、プリンタ複合機の

販売比率が初めて50%を突破した。そ

れにあわせて各メーカーの年末商戦向

けプリンタの新製品も複合機が中心と

なっている。

複合機はプリンタ機能だけでなく、

スキャナ機能、コピー機能などを有し

ていることから、一台で多用途に利用

できる点がメリットだ。しかもSFPと

それほど価格差がなく購入できるとい

う点も見逃せない。ウェブに画像をア

ップする際には、スキャナ機能を使え

ば過去の写真や手書きのカットをPCに

取り込むことができる。また、家でも

簡単に新聞や雑誌などのコピーができ

るという使い方も可能だ。基本機能と

なるプリンタ機能を含め、１台３役の

メリットは大きい。

一方、プリンタメーカーにとっても、

用途の拡大によってインク消費量の増

加が期待できると予測している。複合

機化は、ユーザーおよびメーカーにと

っても、魅力のある製品だといえる。

今年の年末商戦では、全出荷量の６割

以上が複合機になると予測されており、

それによる新たな利用提案にも、各社

は余念がない。

こうした複合機を巡る熾烈なメーカ

ー間競争の一方で、実はもうひとつ、

今年の商戦で見逃せないポイントがあ

る。それは、プリンタ陣営が狙う『お

うちプリント』と、フィルムメーカー

が推進する『お店プリント』との争い

である。

デジタルカメラの浸透と、現像写真と

同等の画質を実現するプリンタの普及に

よって、家庭で写真プリントをするといっ

た使い方が広がってきているのは周知の

通りだ。これに対抗してフィルムメーカ

ーは、デジカメで撮影した写真も写真店

でプリントしてもらう『お店プリント』の提

案に力を注いでいる。

富士写真フイルムの「カンタン、キ

レイ、色あせない」のキャッチフレー

ズは、まさにお店プリントの優位性を

訴えたものであり、お茶の間にも広く

浸透している。実際、キヤノン、エプ

ソンの両社が、ユーザーに対してそれ

ぞれアンケートを行った結果、デジカ

メ画像をお店プリントに出す理由とし

て、お店プリントの方が「きれい」、

「長期保存に適している」という声が多

かったという。

だが、プリンタメーカー各社は、こ

れに対して強く反論している。例えば、

キヤノンは、「 1 ピ コリットル、

9600dpiという高精細化によって、お

店プリントと差がないレベルにまで到

達している。また、長期保存性という

点でも、ChromaLife 100という当社

技術によって、お店プリントを上回る

レベルにまで到達している」と語る。

また、エプソンでも「新製品では、エ

プソンカラーと呼ばれる技術を実現し

たことで、耐オゾン性で30年以上、耐

光性で80年以上を達成しており、お店

プリントに比べても、品質、長期保存

で引けをとらない」と胸を張るのだ。

実は、この熾烈な争いが激化する背

景に、複合機の出荷比率の拡大という

要素が見逃せない。かつてのプリンタ

複合機といえば、エンジンなどは一世

代前の技術が使用され、単機能機に比

べて印字品質が悪いという印象が強か

った。しかし、昨年から投入されてい

る複合機は、最先端の画像エンジンが

採用され、写真画質に関する技術も以

前とは比べものにならないほど進化し

ている。また、スキャナ機能やフィル

ムスキャン機能によって、過去に撮影

した写真の焼き増しも、複合機によっ

て簡単にできるようになった。いわば、

おうちプリントを加速する環境が、複

合機によって作り出されているという

わけだ。

プリンタメーカー各社のキャッチフレ

ーズは、「プリンタまかせで、写真がキレ

イ」（エプソン）、「デジカメプリントでお悩

みの皆様へ、もう迷う事はありません」

（キヤノン）。いずれも、お店プリントへの

対抗を強く意識したものだ。

複合機の投入は、おうちプリントの

利用を促進するキラーデバイスともい

える。だからこそ、各プリンタメーカ

ーも力を注いでいるのである。

第4回

大河原 克行氏
OOhhkkaawwaarraa KKaattssuuyyuukkii

ビ ジ ネ ス ト レ ン ド 最 前 線

複合機を巡る
インクジェットプリンタ市場の争いが激化

大河原克行（おおかわらかつゆき）

1965年、東京都出身。IT業界の専門紙である

「週刊BCN（ビジネスコンピュータニュース）」の

編集長を務め、'01年10月からフリーランスジャ

ーナリストとして独立。IT産業を中心に幅広く取

材、執筆活動を続ける。現在、PCfan（毎日コ

ミュニケーションズ）、月刊アスキー（アスキー）な

どで連載および定期記事を執筆中。著書に、

「ソニースピリットはよみがえるか」（日経BP社

刊）、「松下電器変革への挑戦」（宝島社刊）な

ど。



2005年8月、「MS05-039」というOSの

脆弱性情報がマイクロソフトから発表され

た。そのたった4日後に、この脆弱性を悪用

し、侵入するネットワークウイルス「Zotob

（ゾトブ）」が発生したことは記憶に新しいだ

ろう。OSの脆弱性が発表されてからネットワ

ークウイルスが発生するまでの期間は時を経

るごとに短くなってきている。

トレンドマイクロでは、ネットワークレイヤ

でネットワークを監視し、脆弱部分を悪用し

て侵入してくるネットワークウイルスの対策

機器「Trend Micro Network VirusWall

1200/2500」（以下Network VirusWall）を

提供している。「Network VirusWall」はネット

ワークウイルスの予防・検知・防止・修復を統

合的に管理できる次世代ネットワークウイル

ス対策機器だ。クライアントの脆弱性診断や、

あらかじめ設定されたセキュリティポリシー

に沿っていないクライアントを、ネットワーク

に接続させない機能や、感染したクライアン

トをネットワークから隔離するといった機能

を持つ。「Network VirusWall」は、脆弱性の

特性を判断することにより、新種のネットワー

クウイルスに対応すれば、同様の手口を使用

する亜種のネットワークウイルスも検出する

ことができる。また、本製品を各ネットワー

クセグメント間に配置することで、大規模感

染の拡大を防ぐことができるので、ネットワ

ークの停止や復旧作業による生産性の低下

などを最小限に抑えることができる。

これらのセキュリティ対策製品の購入

には、ライセンス数に応じて割安になる

ライセンス購入をお勧めしたい。ご紹介

した各製品のライセンス価格は、購入す

るライセンス数のボリュームに応じて割

引料金が適用される。

このようなボリュームライセンス形式

などを利用して、適切なコストで最適のセ

キュリティ対策を導入することを検討した

い。

ライセンス利用で
割安な導入が可能

ネットワークのウイルス
感染防止に威力「Trend Micro
Network VirusWall 1200/2500」  ライセンス数 一般 アカデミック ガバメント  

 5-24 7,200円 4,300円 5,700円  

 25-49 7,050円 4,200円 5,600円 

 ライセンス数 一般 アカデミック ガバメント  

 25-49 3,950円 2,370円 3,200円  

 50-99 3,900円 2,300円 3,100円  

 

 ライセンス数 通常価格 キャンペーン価格  

 5～24  3,200円 2,240円 

 ※好評につき「ダメージクリーンナップサービス販売キャンペーン」（最大30%オフ）を2005年
12月22日（年末最終受注日）まで延長している。  

※キャンペーンのお申し込み、および官公庁／教育機関向けキャンペーン価格については、
購入する販売代理店に問い合わせのこと。 

※最低購入ライセンス数は25ライセンスより。 
※ライセンスには、1年間のサポートサービス料と、記載されているライセンス数あたりの使用許諾料が含まれる。 
※2年目以降も、バージョンアップ、データベースからのダウンロードなどのサポートサービスを継続する場合は、1年ごと
の契約が必要。契約更新料は、更新時に提示されている新規標準価格の50%になる。 

【トレンドマイクロ ダメージクリーンナップサービス】 

【InterScan Web Security Suite 2.5】 

【ウイルスバスター コーポレートエディション】 ライセンス単位価格（消費税別） 

ライセンス単位価格（消費税別） 
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個人情報保護法の全面施行や不正プロ

グラムによるオンラインバンクの不正預

金引き出し事件などを背景に、多くの企

業はスパイウェアによる情報漏えいやウ

イルス感染を防止する対策を、重要課題

として検討している。いまやほとんどの企

業はウイルス対策を講じているが、最近

では企業の重要なデータを漏えいする脅

威のひとつである、スパイウェア対策の取

り組みが重要課題とされている。また従

来のファイル型ウイルス対策に加えて、大

規模感染を引き起こすネットワークウイル

スへの対策も課題となっている。IT管理

者には企業のネットワークを守るためのウ

イルスの予防や感染拡大の防止、OSの脆

弱性、スパイウェアによる情報漏えいの防

止などの対策を講じることが必須となっ

ている。

トレンドマイクロでは、インターネットの

出入り口であるゲートウェイやクライアン

トなどの各レイヤにおけるセキュリティ対

策製品を販売している。今回、スパイウェ

ア対策として紹介するのが「ウイルスバス

ター コーポレートエディション（以下ウイ

ルスバスター Corp.）」である。

企業向けクライアント用総合ウイルス

対策ソフト「ウイルスバスター Corp.」は、

ウイルス対策はもちろん、アドウェアやキ

ーロガーなどの悪質なスパイウェア対策

が可能だ。スパイウェアのリアルタイム検

索／削除機能をはじめ、パーソナルファイ

アウォール機能を装備してネットワークウ

イルスや不正侵入を阻止するなど、さまざ

まなネットワークの脅威に対応できるオー

ルインワンのパッケージだ。

「ウイルスバスター Corp.」は、社内クラ

イアントのセキュリティ対策状況をWebベ

ースの管理コンソールから一元管理でき、

各クライアントへアップデートファイルの配

信、クライアントでの設定変更を制限する

ことができる。企業内のウイルス対策を徹

底し、IT管理者の負荷を軽減した効率の良

いシステム運用が可能となる。

ウイルスやスパイウェア対策において

もっとも時間とコストがかかるのが、感染

したクライアントの復旧作業だが、「ウイ

ルスバスター Corp.」に「トレンドマイクロ

ダメージクリーンナップサービス（以下

DCS）」をオプションとして導入すること

により、スパイウェアの自動削除／システ

ムの自動修復、ウイルス感染の自動復旧

まで行うことが可能になる。

「DCS」を導入する上で、新たなハード

ウェア等の追加投資は必要ない。「ウイル

スバスター Corp.」の管理コンソールで、

コードを入力するだけで利用することが

可能となる。

ダメージクリーンナップサービス
でウイルスやスパイウェアの
駆除と復旧を自動化

マルチレイヤにおける
セキュリティ対策

凶悪化するネットワークの
脅威に対抗するさまざまな
ソリューションを提供

企業の情報システムにおいて必要なセキュリティソリューションは、いまやインターネットやメールからのウイル
ス感染を防御するだけではない。情報漏えいを引き起こすスパイウェアや、ネットワークウイルスなど、さまざま
な脅威からネットワークを守らなければならない。トレンドマイクロ株式会社では、ネットワークの脅威から企業
の情報システムを守るさまざまなセキュリティソリューションを提供している。また、企業規模に応じて導入しや
すい、ライセンス数に応じたディスカウント制も用意している。
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第16回 トレンドマイクロ株式会社

ライセンスを利用して割安に導入し
スパイウェアとネットワークウイルスの脅威に対応

ウイルスバスター  
コーポレート 
エディション7.0

トレンドマイクロ 
ダメージクリーンナップサービス 
スパイウェアのインストールを防
止。ウイルスとスパイウェアを常
時監視し、リアルタイムで検出・
削除。 

＋ 

1
2
3
4

ネットワークに侵入する前にスパイウェアをブロック 
スパイウェア感染クライアントから外部への情報の送信をゲートウェイでブロック 
スパイウェアを検出次第、クライアントを特定し通知 
クリーンナップを自動実行 

INTERNETINTERNET

◆複数のトレンドマイクロ製品でスパイウェアをブロック

「ウイルスバスターコーポレートエディション」＋「トレンドマイクロダメージクリーンナップサービス」
「Trend Micro Network VirusWall 1200/2500」

◆ソフトウェアライセンス価格例

トレンドマイクロ 登録
パートナープログラムを募集

トレンドマイクロは、法人向け製品・サービ

スを販売する企業向けに、加入要件なしで加

入できる新しい支援プログラム「トレンドマイ

クロ 登録パートナープログラム」の募集を開

始した。加入した登録パートナーには、大塚

商会ビジネスパートナー事業部による営業

サポート体制が提供されるほか、トレンドマ

イクロホームページでの社名紹介、新設の

｢エリア別登録パートナーアワード｣等も実施

される。パートナー登録が済んでいない企業

は、ぜひ加入することをお勧めしたい。

エンドユーザ様のライセンス保有確認は直接問い合わせる 

トレンドマイクロ 
登録パートナープログラム 

説明サイトにて 
申込書を入手！ 

申込書と 
アンケートを記入 

トレンドマイクロ 登録パートナープログラム　申し込みの方法 

メールまたは 
FAXにて 
申込書を送付 

登録完了！ 
スタートキットと 

登録証をご送付いたします。 

ライセンスルールが 
わからない・・・ 

製品問合せから具体的な価格提示まで 
一連のセールスサポートを 

ＢＰ事業部のセールスサポート窓口で受けられます！ 

大塚商会 
BP事業部 

認定流通パートナー 
セールスサポート窓口 

登録パートナー様 

TREND 
MICRO

お申し込みは簡単 

今すぐご登録を！　http://inet.trendmicro.co.jp/partner/registerd-partner/index.asp


